
富山八策　八十八の具体策ロードマップ　実現とする判断根拠一覧

1　昨年度から実現年度が変更になったもの

八十八の具体策
施
策
№

実現
年度

取組状況及び実現と判断した根拠

1
巡回診療／デジタル技術のさらなる活用等、包括的な取
組みにより中山間地域の医療・介護環境の改善に向けた
政策のとりまとめ・推進

52 R4

・R3年度から遠隔医療に取り組む医療機関や介護環境改善
に取り組む介護事業所等に対するICT導入経費の補助を実
施
・R4年度から、R3年度に実施できなかった先進事業所見学
会を開催

2　今年度実現するもの

八十八の具体策
施
策
№

実現
年度

取組状況及び実現と判断する根拠

1
「ワンチームとやま」を推進するため、県として市町村
の専門人材の採用・育成を支援する「県採用・市町村派
遣制度（仮称）」の新設

48 R5
・R5年度に市町村支援のための災害派遣枠を拡充し人材を
確保

2
県内の学校のスポーツ・文化教育等をサポートする「ス
ポーツ・アート・キャリア教育応援企業」登録制度およ
び表彰制度を創設

58 R5
・R4年度に部活動応援企業登録制度を創設、R5年度中に表
彰制度を創設

3
関電・黒部ルートの一般開放を見据え、経済波及効果の
大きい富裕層の観光／宿泊に直結するラグジュアリーホ
テルの誘致、観光施設の高付加価値化支援策を実施

82 R5

・R6.1月に黒部宇奈月キャニオンルートを含む旅行商品を
販売開始
・R5年度に接続する立山黒部アルペンルートの高付加価値
化に向けた検討を実施

3　今年度末にまだ実現しないもの

八十八の具体策
施
策
№

実現
年度

取組状況及び実現と判断する根拠

1
2030年までに「管理職に占める女性の割合」の都道府県
ランキングにおいてトップ20に入る職場環境を形成（41
位･･会社役員等含む、44位･･雇用者のみ、2015年）

16 R12

・トップ20に入る目標年を2030年（R12）に設定、企業向
けセミナー等を実施
（事業を推進しているものの、実現の判断はR12年度の結
果で判断）

2

「いじめのない学校づくり」を目標に、スクールソー
シャルワーカーやスクールロイヤー等の専門職の活用を
拡大、いじめ防止や早期解消のための相談・支援体制を
強化

26 R6

・スクールカウンセラーおよびスクールソーシャルワー
カーの配置時間拡充、連携ケース会議の積極的実施
・スクールカウンセラー等のカウンセリング能力向上、フ
リースクール等民間施設との連携強化のためのスーパーバ
イザーの配置
・スクールロイヤーの活用など、教育相談体制の充実
（R6年度の状況をみて実現を判断）

3
「くすりのシリコンバレーTOYAMA」創造コンソーシアム
による医薬品生産額１兆円／雇用者1万5千人の事業目標
実現に向けて強力に支援

27 R9
・支援の継続、強化<研究開発及び人材育成事業>
（実現はコンソの計画終期であるR9年度の状態で判断）

4
新型コロナによる経済危機を踏まえ、公共インフラの更
新事業を前倒し、「令和の公共インフラ・ニューディー
ル政策」を推進

55 R7
・R3年度からインフラ更新を前倒しして実施
（計画期間のR7年度で実現を判断）

5
地震等の災害時、県内各地を結ぶ救援ルートとなる「ラ
イフライン道路」施設の計画的な整備・レジリエンス強
化を推進

56 R7
・R3年度からライフライン施設の強化を実施
（計画期間のR7年度で実現を判断）

6
富山県の女性職員の管理職への登用目標を25％（2025
年）にまで引き上げ

62 R7
・女性職員の管理職への登用を推進
（R2年度に目標を引き上げ済だが、R7年度の登用状況を見
て実現を判断）

7
副知事３人体制、うち一人は女性副知事とし、女性活躍
の推進等を担当

63
年度
未定

・R3.4に副知事を2名体制とし、1名を女性副知事
（3人体制については、2人体制の効果を見極めながら今後
ふさわしい体制を検討）

8
「世界文化遺産登録推進室」を県庁に設置、立山黒部ア
ルペンルートの世界文化遺産登録にふたたび挑戦

83
年度
未定

・立山砂防の指定に向けた取組みを推進済み
（国による暫定一覧表の改定が行われ、記載されることを
もって実現と判断）

9
民間資金を活用した富山空港の機能の向上、サービスの
拡充に取り組む

85
年度
未定

・混合型コンセッションの公募を準備中
（民間事業者が空港運営事業を開始したことをもって、実
現と判断）

※具体策の内容、進捗状況等に関するお問い合わせは、各事業担当課（ロードマップの右上に記載）へお願いします。
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